








論文題目  「中国における消費者撤回制度の理論的基礎 
―日本法との比較的研究を通じて―」 
 
申請者氏名       徐 肖天 
 
 
主査 早稲田大学教授  法学博士（早稲田大学）  近江 幸治 
 
 早稲田大学教授                            山口 斉昭 
 






 早稲田大学法学研究科博士後期課程 3 年徐肖天氏は、早稲田大学学位規則第 7 条第 1 項
に基づき、2016 年 10 月 24 日、その論文「中国における消費者撤回制度の理論的基礎―日
本法との比較的研究を通じて―」を、早稲田大学大学院法学研究科に提出し、博士（法学）
（早稲田大学）の学位を申請した。後記の審査委員は、同研究科の委嘱を受けて、この論






















































































































































































































































   2017年 2月 3日 
 
主査  早稲田大学教授 法学博士（早稲田大学） 近 江 幸 治（民法）  
 
                                      
     早稲田大学教授             山 口 斉 昭（民法） 
                           
                                      
     早稲田大学教授             青 木 則 幸（民法） 
 
















5頁・2行 問題点の明らかにする 問題点を明らかにする、 
14頁・2行 この提案に対しは この提案に対しては 
33頁・3行 中国特色のある 中国に特有の 
38頁・2行 新たの 新たな 
38頁・19行 内容よく確認 内容をよく確認 
46頁・27行 成り立てない 成り立たない 
64頁・5行 された以来 されて以来 
71頁・26行 述べられて 述べられた 
76頁・16行 混乱であり 混乱しており 
95頁・10行 対応弱い瑕疵のある意思表示 対応される弱い瑕疵のある意思表示 
112頁・5行 取引状 取引上 
112頁・6行 思わ れる 思われる 




以 上  
 
